
森の中で黄色が鮮やかに見える鳥。キビタキのオ

スは、喉の辺りが橙黄色で、腹部と腰は黄色をして

いる。

4～5月頃に日本にやってくる渡り鳥で、平地か

ら山地の樹林帯、特に、若葉の頃から昆虫がたくさ

ん発生する広葉樹の多い森で繁殖活動をする。雛を

育てるため、縄張りをもち、樹洞や樹木の裂け目な

どに巣を作り、木の葉の表面にいる昆虫やクモ類、

さらに空中を飛ぶ昆虫を捕まえる。秋には木の実で

栄養をつけて南に渡っていく。キビタキは縄張りを

主張するために「ピィシュリ、ピィ、ピピリ」など

と複雑な音の組み合わせでさえずる。高尾山でもこ

のさえずりが聞こえ、それは多くの生き物を育む豊

かな森が残っているからだ。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

全国に分布する落葉性の高木で大きいものは１５

ｍに達するものもあります。樹皮は灰色を帯びてい

ます。クワはカイコの餌として古来重要な作物で、

葉は薄く艶のある黄緑色で形はハート形に近い楕円

形をしており、果実は熟すと赤黒くなり甘くて美味

しく果樹としても利用されています。

名前の由来は、カイコが食う葉「食葉（クウ

ハ）」や「蚕葉（コハ）」が転訛したものなどいつ

くかの説があります。

クワの木質はかなり硬く、辺材は淡黄白色で、心

材は黄褐色。磨くと深い黄色を呈して美しく、建築

装飾材では床柱、床（とこ）まわり、茶箪笥、長火

鉢などの高級和家具や盆、碁笥などの材料として珍

重使用されてきました。特に良材とされるのが、伊

豆諸島で産出される「島桑」で、国産材の中では最

高級材に属すといわれています。（皿）

碁笥（碁石を入れる器）

ヤマグワの実

材面

じゅどう

てんか

ちゃだんす ながひ

ばち ごづつ



Forest通信 令和２年４月号 №374 ２



Forest通信 令和２年４月号 №374 ３

※新型コロナウイルス感染症対策のため、イベントが中止となる場合があります。ご了承ください。
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新型コロナウイルス感
染 症 対 策 の た め 、 セ ン
ターイベントや協定イベ
ントが中止になる場合が
あります。ホームページ
でも紹介しますのでご確
認ください。

岩下祐子（専門官）

３人の仲間が高尾の森にやってきた。栃木県生まれのボス猿（池田所長）、東京都青梅市生まれの
野リス（岩下専門官）、埼玉県新座市生まれの飼育員（枝澤 行政専門員）。

ボス猿の暴走、やんちゃな野リス、おっとり飼育員が、高尾の森で皆さんと探検を始めます。
どうぞよろしくお願いします。（池）

イカリソウの花

職 員 紹 介

池田修（所長） 枝澤修（行政専門員）

４月１日付けで当センターへ配属となり
ました職員を紹介します

外出自粛の中、せめて登山の雰囲
気だけでもお伝えできればと思い、
花や新葉を載せました。

ムラサキケマン
イヌブナ

ヤブレガサミヤマシキミ（雌花）


